Over the Insulting Style : About "Woodcutters" written by Thomas Bernhard and staged by Krystian Lupa by 寺尾 格
罵倒のかなた ―――トーマス・ベルンハルトの『伐採』とクリスチアン・ルパの演出――― 












































いた作家であり、大変に多作で、詩集１冊、散文が 23 冊、劇作品が 20 編、
さらに 5 冊の自伝的作品が出版されている。日本においても、すでに 6 冊の

















〔 23 〕 
散文 4 作と、翻訳が次々と続き7、今回の本格上演へとつながった。ところで
ベルンハルト作品の本邦初上演は、実は『エリザベス二世』である。ドイツ



























































































〔 26 〕 
・（故）ヨアナ   ＝振付師ヨアナ・トゥール。30 年前の共通の知人で、
アル中の末に自殺。その葬式と晩餐会の出来事が小説化。 





















































































































































































































































移動 ti = zi は容易である。従って純音声的に見れば、「国家的 na”t”ional」




















〔 34 〕 
立つ多目的なポーズ（Mehrzweckpose）にして、一晩のうちに、ほんの少






























〔 35 〕 
その特徴をさらに増幅するのが、ドイツ語の長々とした連結語の使用である。
一種風変わりな造語（Neologismus）も多い。例えば、「嫌悪するべき国家取り

























gemeinen und niederträchtigen Staat）に自らを売り渡す」32 等々、「国家」
芸術家の小市民的堕落ぶりを、並列と反復を基調とした言葉の連想の絡み合
いによる増幅効果で罵倒する例は、枚挙にいとまがないほどに、作品全体に
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